
別記様式 (第6条 関係)

平成31年 4月26日

(あて先) 白山市議会議長

議員氏名 田代 敬子

平成 30年度政務活動費収支報告について

白山市議会政務活動費の交付等関する条例第6条の規定により、次のと
おり収支報告します。

 ̂ 収入

政務活動費 720, 000円

2 支出

エ百 目 金 額 備 考

調 査 研 究 費

研 修 費 88,984円

広 報 費

広 聴 費

要請 ・陳 情活動

薫 淑 費
Δ  g土

5,000円

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 165,076円

人 件 費

事 務 所 費

会 派 共 用 費

その 他 の 経 費 63,804円

′A 計口 322,864円

3 残額 397,↓36円

31,4・2q



様式 1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 田代 敬子 平成30年度 No. 4

支出項目

■調 査研究費 ■広聴費 口資 料作成費 口事 務所費

■研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広 報費 口会議費 口人 件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

1 平成30年 4月23日 2,050円

2 平成30年 4月19日～平成30年 5月 2日 85,934円

3 平成30年11月25日 1,000円

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 88,984円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支払調書

支出項目

口調 査研究費 ■広 聴費 ■資料作成費 ■事 務所費

■研 修費 口要 請・陳情活動費 口資料購入費 口会 派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

1

実施年月日 平成 30年 4月 23 日 (月)

使途内容

金沢カッコイイ女子の会 (KKJ)第7回 「カッコイイを科学する」勉強会

北陸地域人手不足解決の秘策 男女共同参画社会の実現に向けて

～女性活躍の発展と可能性～

研修経費 2,050円

・参加費 1,000円

・駐車場代 1,050円

領収書記載金
額の一部を計

【按分によろ支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 円

上する場甘

【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、 出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号 1

政務活動計画書 報告書

議員氏名 田代 敬子  (血、1

支 出 項 目
■調 査研究費 口広 報費 ■要 請・陳情活動費

■研 修費 口広 聴費 口会 議費

日 干呈 平成 30 年 4 月 23 日 (月) ～ 平 成 30 年 4 月 23 日 (月)

場 所 金沢商工会議所 1Fホール

相 手 方 金沢カッコイイ女子の会 (KKJ)

参加議員氏名 田代 敬子

目的 ・内容 ・

成果等

(目 白勺)

議員2年目の自身の課題として男女共同参画社会の実現に向け、参考とな
る研修会に参加をして研さんを深める。

(内 容)

①講演1 講師 白井 文氏 (元尼崎市市議 元尼崎市市長)
講演2 講師 宮原 吏英子氏

(株式会社日本政策投資銀行北陸支店副調
査役)

②ディスカッション 「誰もが働きやすい社会とは」
白井文氏、宮原吏英子氏、山野之義金沢市長

コーディネーター 大砂 雅子金沢工業大学教授

(成果等)

当時全国最年少の女性市長として取り組 んだ白井文氏のお話は女性の視
点を政治分野に取 り入れることで変わった事などを興味深く伺 った。宮
原さんは北陸を離れることなく今 の要職に就くには家族の支えがないと
できないことをさりげ なくお話しされた。 山野市長からは管理職に就く
にしても女性だからといって点数を甘く していないなどのお話があっ
た。

山野市長のお話に当然の話であるが、個人的には女性は男性よりも努力
が足りないようなニュアンスに聞こえて残念だった。各種女性団体連絡
協議会の常光会長にお目にかかり、秋に 「日本女性会議2018in金沢」が
あるから参加してとお誘いを受けた。



様式 2

支払調書

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

■研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費
整理番号
(項目別)

2

実施年月日 平成 30年 5月 1 日 (火)～ 5月 2 日 (水)

使途内容

1期生4名で 「質問カアップ集中4講座in東京」研修に参加

TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター

研修経費 85,934円

・参加費負担 45,000円

・交通費 (宿泊費含む) 36,850円

・タクシー代 284円

・食事代 (3回分) 3,800円

(昼食2回2,300円 夕食 宿泊を伴う日の分として1,500円)

※領収書の原本は、池元議員に添付

※参加議員4名 池元議員 中野議員 大屋議員 田代

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 円
-

上する場台

【一部充当】
政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」 の場合は、 開
の場合は、 資料名な ど内容等を具体的



様式 5

整理番号 2

政務活動計画書 報告書

議員氏名 田代 敬子

支 出 項 目
口調 査研究費 口広報費 口要請・陳情活動費
■研 修費 口広聴費 口会議費

日 程 平成 30 年 5 月 1 日 (火) ～ 平 成 30 年 5 月 2 日 (水)

場 所 TKP東京駅八重 洲カンファレンスセ ンター

相 手 方 一般社団法人地方議員研究会

参加議員氏名 田代 敬子 (池元 勝議員 中野 進議員 大屋 潤一議員)

目的 ・内容 ・

成果等

(目 白勺)

議員2年 目として効果 的な議 会質問をす るに は どうした らよい か 、その名の通 り、 質問カア ップ を目指 して受講 をした。

(内 容)

①質問準備の効果 的な方 法 を探 る
②議会や委員会 での質疑や りとり向 上研修
③質 問のその後 の3つの内容 について受講

(成果等)
・質問をどのように して作るのか?自分 の経歴や公約、また市民の方からの声を参考にして作ることが大切だが、 「幹」 を設定することが重要。・ 「原稿の木」シー トを携帯し書きこむ。そうして、公約を実現させていく。「政策提案になっているか」 「課題追求となっているか」をふ りか える。・分析の必要性からインターネットを常に活用することが大事だが、アナログで各省庁に直接電話をして質問してみる。実 際研修で2日目にどこへ 電話を掛けて聞いたかを発表した。
即戦力となる研修となった。 わたしも議会質問ではないが、厚生労働省に電話を掛けて答えをいただき、子ども子育て課に問いただした結果、周知されることにつながった。



様式 2

支払調書

支出項目

口調査研究費 ■広聴費 口資料作成費 口事務所費

■研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

3

実施年月日 平成 30年11月 25 日 (日)

使途内容

能登立国1300年 のとから輝《いしかわの未来 2018年 交流研修会

七尾市加賀屋姉妹館あえの風コンベンションホール 「鳳凰」

研修経費 1,000円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 円
上丁 ろ碕 台

【一部充当1
政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催隼月日、 会場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号 3

政務活動計画書 報告書

議員氏名 田代 敬子

支 出 項 目
口調 査研究費 口広 報費 口要 請・陳情活動費

■研 修費 口広 聴費 口会 議費

日 f呈 平成 30 年 11 月 25 日 (日) ～ 平 成 30 年 11 月 25 日 (日)

場 所 七尾市 加賀屋姉妹館あえの風コンベンションホール 「鳳凰」

相 手 方 石川県各種女性団体連絡協議会

参加議員氏名 田代 敬子

目的 ・内容・
成果等

(目 白勺)

議員2年目の自身 の課題として男女共同参画社会の実現に向け、参考とな
る研修会に参加をして研 さんを深める。4月に参加した 「金沢カッコイイ
女子の会」でお会いした石川県各種女性団体連絡協議会常光利恵会長主
催の会合に参加して、男女ともに石川の未来のための活動を再確認す
る。

(内 容)

①講演 小田 禎彦 加賀屋相談役 「ものづく り産業とおもてなし産
業」

②講演 瀬知山 角 東京大学大学院教授
「笑って考えよう、 生活のこと、仕事のこと、未来のこと」

③グループディスカッション

(成果等)

常光会長の功績は長年かけて、男性の理解を深めさせて男女共同参画社
会の構築に尽力されてきたことだ と思っている。男性の参加者も見 られ
た。瀬 知山先生は東京大学に保育園をつく り、 自身が子どもを送迎して
きたことなど笑いを交えて子育て論をお話しされた。 「子育ては母親が
メイン」は神話だ、父親も子育ての主体者であることを強調された。
個人的なことだが、娘が結婚し、パー トナーである夫 と家事や育児をす
ることは、娘が結婚後の就労の有無とは無関係であることを再認識させ
られた。 こうい う価値観をもっと広めなければ出生率もあがらないと感
じた。



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 田代 敬子 平成 30年度 No.

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会 派共用費

口広報費 ■会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

1 平成 30年 5月 7日 1,000円

2 平成 30年 6月 4日 1,000円

3 平成 30年 8月 28日 3,000円

平成 年 月 日

平成 年 月 目

平成 年 月 目

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 目

平成 年 月 日

平成 年 月 目

平成 年 月 日

平成 年 月 目

平成 年 月 目

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

ム 計口 5,000円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式 2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 ■会議費 口人件費 口その他の経費
整理番号
(項目別)

1

実施年月日 平成 30年4月1日 (日)～平成31年 3月31日 (日)

使途内容

白山市防災士会会費 1,000円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 円
一

上する場甘

【一部充当1
政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、 出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」 の場合は、 開
の場合は、資料名な ど内容等を具体的



様式5

整理番号 1

政務活動計画書 報告書

議員氏名 田代 敬子

支 出 項 目
口調 査研究費 口広 報費 口要 請 ・陳情活動費
口研 修費 口広 聴費 ■会 議費

日 程 平成 30 年 4 月 1 日 (日) ～ 平 成 31 年 3 月 31 日 (日)

場 所

相 手 方 白山市防災士会

参加議 員 氏名 田代 敬子

目的 ・内容 ・
成果等

(目 白勺)
防災士の資格を取得 した会員の交流とスキルアップをめざす

(内 容)
総会のほか、随時、防災士会主催の研修や県などが実施する研修の案内
が届くの で、 日時 等あわせて出席をしてスキルアップを図る。
また、女性防災士の数が増え、 白山市防災士会の役員に女性が入 り、女
性防災士に特化した研修も開催。
その他、市内で唯一の福祉避難所に認定され た 「金城大学 看護学部」
で 「ママと子 どもの防災フェスタ」 を開催。多くの子連れファミリー に
も参加をいただいた。 その際のお手伝いを防災士会も担 当した。今後は
「防災を進める女性の会」 (仮称) を立ち上げ、女性防災士が活動しや
すい環境を作 り出 したい

(成果等)
白山市は美川の海から白山の頂上まで広がる県 内随一の面積を有する。
それゆえ、防災についても地域ごとに特性があり、 それぞれを考慮 して
防災に取 り組 まなければならない。
また、女性の視点を防災に取 り入 れる必要性を感 じてお り、 徐々にでは
あるが、女性の防災士が中心となって研修を実施することができた。



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 ■会議費 口人件費 口その他の経費

整理番 号

(項目別)
2

実施年月日 平成30年 4月 1日巾 )～ 平成31年 3月31日印 )

使途内容

白山市 国際交流協会会 費 1,000円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 円
上丁 ろ猜 甘

【一部充当】
政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、 会場、研修内容等、

に記入 してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式5

整理番号 2

政務活動計画書 報告書

議員氏名 田代 敬子

支 出 項 目
口調 査研究費 口広 報費 ■要 請 ・陳情活動費

口研 修費 口広 聴費 ■会 議費

日 干呈 平成 30 年 4 月 1 日 巾 ) ～ 平 成 31 年 3 月 31 日 印 )

場 所

相 手 方 白山市国際交流協会

参加議 員氏名 田代 敬子

目的 ・内容 ・

成果等

(目 白勺)

白山市 と国内外の都市との親善友好を進めるため、教育、文化および産
業の交流を図り、 市民間の相互理解を図るとともに、異なる文化的背景
を持っ者同士がともに協力しあって地域社会を形成 していく多 文化共生
の地域作 りを推進することを目的 としている。

(内 容)
ことしは 「松任文化会館」 リニューアルオープンのイベ ントの一つとし
て8月4日か ら多 目的ホールにて 「尾谷 くみ 写真展」 が9月30日まで開催。
旧松任市の国際交流員とな られ、現在メキシコ在住の尾谷さんの写真展
のほか、8月4日にはフォーラムも実施され寺田輝介氏も加わりパ ネル
ディスカッシ ョン などが開催 され た。12月9日には国際交流協会主催の
「年忘れのつ どい」 も開かれ、 白山市在住の外国人だけでなく多 くの市
民が参加をした。

(成果等)

市内在住の外国人も1,400名を超えたと伺 った。技能実習生 として母国を
離れて日本 で生活することにストレスも多いと思 う。 しかし、 白山市に
住む友人として交流することができた。個人的にもマ レーシア出身の友
人ができ、彼女と一緒にウル トラマラソンのボランティアや合否は別に
して 「白山検定」 を一緒に勉強して受験できたことが成果であった。



様式 2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 ■会派共用費

口広報費 ■会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

3

実施年月日 平成30年 4月 1日(日)～平成31年 3月31日(日)

使途内容

白山市ロシア協会会費 3,000円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 円
上す る場 酋

【一部充当】
政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催隼月日、 会場、研修内容等、
に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号 3

政務活動計画書 報告書

議員氏名 田代 敬子  ・≦め
支 出 項 目

口調 査研究費 口広 報費 口要 請・陳情活動費
口研 修費 口広 聴費 ■会 議費

日 程 平成 30 年 4 月 1 日 (日) ～ 平 成 31 年 3 月 31 日 (日)

場 所

相 手 方 白山市ロシア協会

参加議員氏名 田代 敬子

目的 ・内容・
成果等

(目 白勺)
日露平和条約締結を目指 し、市民レベルでの交流を積極的に活動する。

(内 容)
石川県ロシア協会等の諸行事に参加。2016年度から本市主催の 「マル
シェ・ド

白山」 の出店し県内在住のロシア人や留学生とともにロシア料理を販
売・友好交流を演出する。
個人的には、 ロシア語が堪能な友人 (東京在住)がおり、東 京バラライ
カコンサー トに参加。

(成果等)
なじみがない、 と思っていたロシアだが、料理や音楽を通して人と人と
の交流が一番大切であると実感できた。環 境の違いもあるが、東京で
は、市民レベルでのロシアとの交流が盛んだと感 じた。 (この参加につ
いては個人的なものであり、政務活動の対象外である)
北方領土返還の問題など課題は山積 しているが、交流の大切さを今後も
訴えたい。



様式 1

政務活動費項目別集計表
(単位 :円)

議員氏名 田代 敬子 平成30年度 No.

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 ■資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人 件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

1 平成30年 4月6日(金)～平成31年 3月31日 (日) 158,596円

2 平成30年 5月 2日(水)、6月15日(金) 6,480円

平成 年 月 目

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 目

平成 年 月 目

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 隼 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 165,076円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式 2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 ■資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 ■人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

1

実施年月日 平成30年 4月 1日(日) ～平成31年 3月31日(日)

使途内容

新聞代 158,596円

日本教育新聞 (4月～翌年3月分) 32,400円

社会新報 (4月～翌年3月分) 10,000円

読売新聞 (4月～翌年3月分) 37,116円

北國新聞 (4月～翌年3月分) 37,116円

しんぶん赤旗 (4月～翌年3月分) 41,964円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 一 円

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催隼月日、 会場、研修内容等、

に記入 してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式2

支払調書

支出項 目

口調査研究費 口広聴費 ■資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 ■資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 ■人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

2

実施年月日 平成30年 5月 2日 (水) 、平成30年 4月 1日 (日) ～ 平 成31年 3月31日 (日)

使途内容

書籍代

役所を動かす質問の仕方 H30年5月2日 (水) 2,400円

日本 の学童ほいく誌  4月号 ～翌年3月号 4,080円

領収書記載金

額の一部を計

【按分による支 出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( ) 一 円

上する場合
{一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」の場合は、出張期間、調査先、調査内容等、 「研修費」の場合は、開催
年月限 会 場、研修内容等、 「資料作成費」 「資料購入費」の場合は、資料名など内容等を具体的に記
入してください。



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位 :円)

議員氏名 田代 敬子 平成30年度 No. 4

支出項目

口調査研究費 ■広聴費 口資料作成費 口事務所費

■研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 ■その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

1 平成30年 4月 5日(木)～ 平 成31年 2月25日明 ) 2,731円

2 平成30年 5月 21日(月) ～平 成31年 4月19日(金) 11,040円

3 平成30年 4月12日(木)～ 平 成31年 3月23日(土) 25,149円

4 平成30年 7月 1日(日) ～ 平 成31年 3月31日(日) 8,991円

5 平成30年 4月 26日 (木) 7,643円

6 平成30年12月15日 (土) 8,250円

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 63,804円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支出項 目

口調 査研究費

口研 修費

口広 報費

支払調書
口広 聴費

口要 請 ・陳情活動費

口会 議費

口資 料作成費 口事 務所費

口資 料購入費 口会 派共用費

■人 件費   ■そ の他の経費

整理番号
(項目別)

実施年月日 平成30年 4月 5日(木)～平成31年 2月25日(月)

事務用品等

FAXインクリボ ンH30年 6月 5日 (火)    1,954円

H31年 2月25日 (月)    2, 300円

計    4,254円

エプソンインク H30年8月21日 (火

計

3,352円

3,352円

使途内容

コピー用紙  H30年 4月 5日 (木)   1,284円

H30年10月27日 (土)   2, 035円

計    3,319円

総合計   10, 925円

政務活動分 として1/4の按分とした

※コピー用紙については広報紙にも兼用したが、分割ができないため

広報紙として計上 しない。

領収書記載金

額の一部を計

上する場合

【按分による支 出】事務用品代 (10, 925円)

支出額     按分率      政務活動費相当額

10, 925円 × (1/4)  =     2,731円

【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、調査内容等、 「研修費」の場合は、開
「資料作成費」 「資料購入費」の場合は、資料名など内容等を具体的



様式2

支払調書

支出項 目

口調 査研究費 ■広 聴費 口資 料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要 請 ・陳情活動費 口資 料購入費 口会 派共用費

口広 報費 口会 議費 ■人 件費 ■そ の他の経費

整理番号
(項目別)

2

実施年月日 平成30年 4月 1日 (日) ～平成31年 3月31日 (日)

使途内容

タブ レット型端末機通信料 11,040円

※領収書の原本は議会事務局に保管

【通信料負担内訳】

市より貸 与されたタブ レット型端末機通信料は、公費負担分として1/2、

政務活動分1/4,政務活動以外の議員活動分1/4と按分して支出

○タブ レット型端末機通信料 (H30年4月～H31年3月) 44,160円/人

市負担分 44,160円X1/2=22,080円

議員負担分 44,160円X1/2=22,080円

政務活動分 22,080円×1/2-11,040円

政務活動以外の議員活動分 22,080円X1/2=11,040円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支 出】タブ レット代 22,080円

支出額 按分率 政務活動費相当額

22,080円 × (1/2) = 11,040円

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 2

支払調書

支出項目

口調 査研究費 ■広聴費 口資料作成費 口事務所費

口 研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 ■会派共用費

口 広報費 口会議費 口 人件費 ■その他の経費

整理番号
(項目別)

3

実施年月日 平成30年 4月12日 (木)～平成31年3月23日 (火)

使途内容

ガソリン代 25,149円

4月 7,570円 10月 8,470円

5月 7,730円 11月 6,778円

6月 7,506円 12月 6,178円

7月 11,606円 1月 9,875円

8月 11,183円 2月 9,446円

9月 7,960円 3月 6,295円

合計 100,597円

政務活動費として1/4の按分とした。

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】 (ガソリン代 100,597円)

支出額 政務活動費相当額

100,597円 × (1/4) = 25,149円

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」の場合は、出張期間、調査先、調査内容等、 「研修費」の場合は、開催
隼月日、会場、研修内容等、 「資料作成費」 「資料購入費」の場合は、資料名など内容等を具体的に記
入してください。



様式 2

支払調書

支出項目

口調 査研究費 ■広聴費 口資料作成費 ■事務所費

口 研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口 広報費 口会議費 口 人件費 ■その他の経費

整理番号
(項目別)

4

実施年月日 平成30年 7月1日 (日) ～平成31年3月31日 (日)

使途内容

インターネット代 8,991円 (H30年7月～H31年3月)

年度の途中であるが、あさがお放送のインターネットに切り替 えて、

電話料金 au携帯料金、インターネットとトリプル割の適用を受けた。

それにより通常の5,400円/月が26%下がり、3,996円/月となる。

内訳

5,400円X74/100X9ケ月=35,964円

政務活動として1/4を按分した。

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】 (インターネット代 35,964円)

支出額 政務活動費相当額

35,964円 × (1/4) 一 8,991円

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」の場合は、出張期間、調査先、調査内容等、 「研修費」の場合は、開催
年月日、会場、研修内容等、 「資料作成費」 「資料購入費」の場合は、資料名など内容等を具体的に記
入してください。



様式2

支払調書

支出項 目

口調査研究費 口広聴費 ■資料作成費 口事務所費

口 研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口 広報費 口会議費 口 人件費 ■その他の経費

整理番号
(項目別)

5

実施年月日 平成30年4月26日 (木)

使途内容

ファックス機能付き電話 7,643円

固定電話が故障したので、購入。

ファックスパナソニックKX-PZ300DW-N 30,574円

あんしん延長保証 1,528円

計 32,102円

※延長保証は政務活動対象外。

政務活動分 として、1/4を按分 した。

領収書記載金

額の一部を計

【按分による支出】 (ファックス機能付き電話 30,574円)

支出額 政務活動費相当額

30,574円 × (1/4) = 7,643円

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」の場合は、出張期間、調査先、調査内容等、 「研修費」の場合は、開催
年月日、会場、研修内容等、 「資料作成費」 「資料購入費」の場合は、資料名など内容等を具体的に記
入してください。



様式 2

支払調書

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口 研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口 広報費 ■会議費 口 人件費 ■その他の経費

整理番号
(項目別)

6

実施年月日 平成30年12月15日(土)

使途内容

エコタンク搭載プリンターエプソン 8,250円

プリンターも8年経過し、印刷状況がよくないため購入。

エコタンク搭載プリンターエプソン 33,000円

あんしん延長保証 1,650円

計 34,650円

※延長保証は政務活動費対象外とする

政務活動として1/4を按分した。

33,000円×し/4=  8,250円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】 (エコタンク搭載プリンター33,000円)

支出額 政務活動費相当額

33,000円 × (1/4) = 8,250円

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」 の場合は、

月日、 会場、研修内容等、 「資料作成費」

てくだ さい。

出張期間、調査先、調査内容等、 「研修費」の場合は、開催年
「資料購入費」の場合は、資料名など内容等を具体的に記入し


